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 - 過去-現在-未来をつなげられるように 
・「証拠を残す」意義はさまざまな領域で共通 
 - ビジネス：経営戦略の検証／他国への技術移転／PR 
 - 行政：政策の検証／年金、土地などの権利確保 
  - 法律：先例の確認  - 医療：医療過誤や薬害の検証 
 - 研究：研究過程の検証可能性（研究の再現性）の保証、 
      新たな研究成果の生成 
⇒未来価値創出のためのアーカイブ 
 その基盤としての「レコードキーピング」の考え方へ… 
連絡先： 古賀 崇 （Takashi KOGA） 
 ／国立情報学研究所情報社会相関研究系 助教 （学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻 非常勤講師） 




日の図書館情報学を拓く：アーカイブズと図書館経営』樹村房, 2007年3月, p. 60-71. ISBN: 
978-4883671335  
・古賀崇「レコードキーピングをめぐる一考察：マケミッシュ、クックの論考をもとに」 『レコード・
マネジメント』No. 53, 2007年4月, p. 89-107.  
・古賀崇「ARMA東京支部第83回定例会報告「電子時代における記録管理の新たな潮流を探
る」『Records and Information Management Journal』創刊号, 2007年4月, p. 27-32.  
・記録管理学会・日本アーカイブズ学会共編『入門・アーカイブズの世界：記憶と記録を未来
に 』日外アソシエーツ, 2006年6月. ISBN: 4816919813 
・KOGA, Takashi. “Archives in the U.S. and Japan: Executive Session Summary”. A Paper 
for "Access to Archives: The Japanese and American Practices" Conference (Open Fo-
rum), University of Tokyo, Tokyo, Japan, May 11, 2007. 







う、きょう、あす」『入門・アーカイブズの世界』所収, p. 202） 
「レコードキーピング（recordkeeping）」とは？＜もとはオーストラリアでの戦略的概念＞ 
・「経営、活動、財務上の必要性や責任に沿うように、記録を体系的に作成、利用、管理、処分すること」 （A 



























日外アソシエーツ, 2008年9月.  
3,990円（税込）.  ISBN：978-4-8169-2136-0 
 
中央・地方政府、大学、企業でのアーカイブ活
動をめぐり、日米の現状と課題について詳細な
比較・考察を行いました。古賀は本書の総括
の一環として、「日米のアクセスを比較して」を
執筆しております。ぜひご一読下さい！ 
 
